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｢ 教師の 学び｣ と して の授業研究に関する実践的考察
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一 十

本稿で `ま , 二 盃 . 関野 ( ｢ 教師の 予 び｣ と し て の 授 業研究の 試み , 学校数宵研究 ( 教育開発研究所) ､ N '' . 1 8 ､

p p ･ 】8 6 - 】9 9 ､ 2【)()3 ) に よ っ て 報告さ れ た 当 該学校 に お け る授 業研 究が ､ 報
'

# の 対象と な っ た 年度 ( 平成1 2 ･ ) 3

年度) と ､ そ の 後 いT
'

- 成 14
･ 15 年壕) の 推 断 こ作 っ て

,
r 教師の 学 び｣ か どの よう に 継承 ･ 発 展さ れ て い っ た か

宅 明ら か に す る こ と か 目的で あ るo そ の 結果､ 当該学校 の 授 業研究 は､ 構 築朋 か ら見 直し 剃 へ ､ そ して 見直 し期

か ら 而構三糾明 へ と推 移し て い る
o
い ず れ もー質 して 振 り重 り を･l J 核と した 授 業研究 か 展 開さ れ て き て い る か

､
そ

の 方法 は一様 で は な く､ ト11 ff FIh
L

] の 話 し合い に お い て ､ 取り組 み の 筒拐イヒを 図 っ た り ､ yr た な 方法を 生 み 出し て い

る .
⊃
そ の 'T' て ､ Iril 簡化 か緩 や かr : 形 成さ れ な か ら､ 教 師と し て の ｢f;jJ 働的1j: 学 び｣ , 教師 と して の ｢ 全体 的な 学

び｣ ､ 教 師と し て の l 省察 的な学 び ｣ 与 績み
_
山j

:

て き て い る こ と か 明ら か に され たr,

辛 - ワ ー ド : 授 業8f 究
,
教師 の 学 び, 振 り返 り､ 対話 ､ 同僚性

1 .
は じめに

教師 の 多忙化など によ り, 授業研究 の 停滞が国内で 危

慎され て い る
一

方, 海外で ほ ､ 日 本の 授業研究に対す る

評価が 高ま っ て い る
■

o

例え ば､ ア メ リ カ
･

ミ ル ズ大草研究教授のキ ャ サ リ ン ･

C ･ ル イ ス は ､ 図 1 の よ う に E] 本と ア メ リ カ の授業研究

の 違い を提示し ､
1 9 9 9 年 ご ろか ら

､
ア メ リ カ で はtj 木

型 の 研修か急速に 広かり始め た と述 べ て い る｡ 教師同士

で 指導案や授業の 構成､ 指導技術に 関す る話し合 い に 力

を入れ る文化か根付い て い る 日本型研修は ､ 知的発達と

社会性 の 育成を両立し て い る と い う点 で 世界で も ト ッ プ

レ ベ ル で あ る と言及し て い る ｡

｢ 同僚と
一

緒 に授業を計画｣ し､ ｢ 互 い に 授業を観察

し､ 討議｣ す る こ とを重要視す る 口本 の 授業研究は､ い

l

:
&
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日米の捜 脚 究では ､ 正反対の内密に重点が耳かれている ｡ アメリカでは｢ 何

を救えるか( W h 且1) ｣ ､ 日本では｢ どの ように数えるか( H o w ) ｣ が没 兼研 究

の 中心にな っ てい る

図1 E] 本 と 7 メ リ カの 授業研究の 違 い
'■
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事 k
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わ ば､ ｢ 同僚性｣ , ｢ 対話｣ ､ ｢ 振 り返り｣ を基調とする取

り組み で あ ると い え よう o 三盃 ･ 岡野
' ■

は ､ そ の こ と を

踏ま えなが ら､ 実践研究を進め る中で ､ ｢ 振 り返りを中

核とした 授業研究 (①場面分析に よ る対話中心 の授業整

理会厚)整理 会の 発話記 録を編集した 研究通信 の発行③

｢ 教師 の 学び｣ の 軌跡 ( 凝縮ポー ト フ ォ リ オ) の 作或)｣

は
, 職場 の 同僚性を育み ､

一

人 ひ と り の ｢ 教師 の 学び｣

を育む こ と の 有効性を明らか に して い る ｡

三 盃 ･ 岡野報告は , 平成 1 2 ･ 1 3 年度 の 2 年間､ 県
･

市教育委員会 の 研究指定校と して 位置づ く石川県珠洲市

立正 院小学校 ( 以 下
､
当該学校) を対象に行われ た もの

で ある｡ 本稿 で は､ 三盃 ･

岡野 によ っ て 報告された当該

学校に お け る授業研究が ､ 報告 の 対象とな っ た 年度 ( 辛

成 1 2
･

1 3 年度) と､ そ の後 ( 平成 14 ･ 1 5 年度) の 推移

に伴 っ て
､
｢ 教師の 学び｣ が どの よう に継承 ･ 発展され

て い っ た か を明らか に す る こ とが目的で あ るo

2
. 捜業研究 の推移

当該学校 に おけ る授業研究は ､ 平成 12 ･ 1 3 年度 の 構

築期､ 平成 14 年度 の 見直し期 ､ 平成 15 年度 の 再構築期

とい っ た推移を た ど っ て い る ( 表 1) c

こ こ で は
､ 当該学校が 発行して い る平成 1 3 年度か ら

1 5 年度ま で の 『研究紀要』 を参照し なか ら
､
そ れ ぞ れ

の 期に お ける具体的な授業研究の取り組み に つ い て概観

す る｡

2 . 1 構築期 - 平成1 2 ･ 1 3 年度 の授業研究 -

平成 1 2 年度 の 授業研究は ､ 主 と し て 学習指導案 の 検

討を小心 と した事前検討会に 多く の 時間か費やされ ､ 授

業実施後 の事後検討会 ･ 授業整理会 (以 下, 整理会と略
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表 1 授業研究 の 推移

平成12 年度 (構築期) 平成13 年度 (構築期) 平成14 年度 (見直し期) 平成15 年度 (再構築期)

外

的

要

因

研究指定 の有無 有 育 無 無

公 開学習会 の有無 無 育 (指定) 育 (自主) 無

外部講師と の かか ･ 2 回 (9 月 ､ 2 月) ･ 3 回(5 月､ 9 月 ､ 1 1 月) ･ メ イ ル 通信等 に よ る ･ メ イ ル 通信等 に よ る

わり ･ 研究方針 の 概念理解 ･ 授業参与観察 間接的 なもの 間接的なもの

人事異動 の様子 ･ 1 1 名中3 名が 新任 ･ 10 名中1 名が 新任 ･ 10 名 中5 名が 新任 ･ 1 0 名 中2 名が 新任

授業研究 の進 め方

･ 事前検討会中心 ･ 整理 会中心 ･ 整理 会中心 ･ 整理 会中心

･ モ ノ ロ
ー

グ 的 ･ 対話 的 ･ 対話 的 ･ 対話的

･ 規範 的 ･ 関係 的 ･ 関係 的 ･ 関係的

研究通信 の位置づ け

(研究通信 の発行)

･ 研究 主任 を中心 と し ･ 整理会 の 教師 の 発話 ･ 発行せ ず ･ 教師
一

人 ひ とりの 気

た プ ラ ン の 構想 を広

め る場

記録を中JL IEこ編集 づ き に焦点を当て た

編集

研究紀要 の位置づ け ･ 部会性 ･ 多様 的 ･ 編集 的 ･ 編集的

(研究紀要 の発行) ･ 散 漫的 ･ 散漫 的 ･ 凝縮 的 ･ 凝縮 的

す) で は余り時間が割かれず､ モ ノ ロ
ー グ的で

一

過性 の

検討で 終わる傾向が見受けられる｡ ま た､ 研究通信は研

究主任ら によ っ て研究プ ラ ン の構想を広める場と して機

能 して おり､ 研究紀要は部会ごとで 内容をまとめ て い る｡

平成 1 3 年度 で は､ 整 理会 に 時間を費やす ｢ 振り返り

を中核と した授業研究｣ へ の転換が図られ て い る｡ 主 な

取り組みと して ､ 以下 の 三点があげられる｡

第
一

点目は､ ｢ 場面分析に よる対話中心の 授業整理会｣

で ある｡ 平成 13 年 5 月 1 日､ 外部講師 ( 第
一

筆者) に

よ っ て 授業が行われ､ そ の 後の検討会に お い て ､ 外部講

柿 (第
一

筆者) か ら場面分析による手法を用い た整理会

が提案され て い る ( 図 2) ｡

1
. 参加 者の 初感 を ( 三 つ の 観点) か ら模造紙 に書き込む

① ｢ 印象 に残 っ た
-

場面 (第
一

印象)｣

② ｢ う ん? ? ? (疑問､ 感嘆) ｣

⑨ ｢ 再発見 ･ 新発見 (気 づ き) ｣

2
. 書 か れ た 内容 に つ い て 説 明を求 め る

･ 内容整理 ( K J 法 に よ る カテ ゴ リ
ー わ け)

･ 抽 象化 (場面選択の 背景を引き出す)

3
. 議論 の 焦点化 と共有化 を図る

･ 参加者 と の 対話 に よ る 問題点や成果の 明確化

4
, 意味 を付与す る

･ 授業を通 して 見え て きた ｢ 子 どもや教師の 学び｣ を整理

･ 次 へ の 課題の 確認

図 2 場面分析によ る対話中心の 授業整理会

こ の手法は､ 授業者自らが整理会を コ
ー デ ィ ネ ー トし､

経歴や年齢に とらわれず に ､
互 い が対等な立場に立 っ て

聴き合い ､ 語 り合う と い う ｢ 対話｣
4-

を 重視する も の と

して 位置づ けられ て い る｡ 具体的に は､ 参観者の全員に

作業的活動を含んだ参加機会を保障する
一

方､ 授業者が

会全体の デザイ ンをし､ 構成的に進行す るもの で ある｡

外部講師の授業実践後､ す べ て の授業研究 (35 実践)

に お い て
､
こ の手法に よ っ て授業研究が進められ て い る｡

第 二 点目は､ ｢ 整理 会の 発話記録を編集した研究通信

の発行｣ で ある ｡ ｢ 場面分析に よる対話中心 の 授業整理

会｣ を重ね て いくうち に ､ 教師
一

人 ひ とりが次第に ､ 整

理会 で発せられる同僚
一

人 ひ とり の語りに注目をし始め

た ことから､ す べ て の授業研究を対象に ､ 整理会に おけ

る同僚の発話に つ い て音声録音 し､ 逐語記録の作成とそ

の 考察に よる気づ き を記 した ｢ ト ピ ッ ク研究通信｣
5)

杏

発行 して い る｡ 当初は教務主任 (研究主任) と第 二筆者

で行われ て い た こ の 作業も､ 授業の見え方の変化が教師

一

人 ひ とり に実感され て くる に つ れ､ 授業者自身の手に

よ っ て行われるよう に な っ て き て い る｡

第三点目は､ ｢『教師の 学び』 の軌跡 (凝縮ポ
ー トフ ォ

リオ) の 作成｣ で ある ｡ 整理 会 における意味生成過程を

記録した研究通信が ､ ｢ 教師の学び｣ の履歴として ポ
ー ト

フ ォ リオ に され､ さらに膨大な履歴の 中で 教師自身の学び

を見失わな いよう にするため に ｢ 凝縮ポ
ー ト フ ォ リオ｣ が

作成され て い る｡ こ れ は､ 1 本の 授業実践を ｢月日 ･ 授

業実践者 ･ 学年､ 単元 (題材) ･ 単元の 位置づけ ･ 主 な

学習内容 ①印象に残 っ た
一

場面 (第
一

印象) ②うん ???

( 疑問､ 感嘆) ③再発見 ･ 新発見 (気づき) ､ 意味解釈 ･ 話

題 にあが っ た こ と｣ とい う観点から コ ン パ ク トに整理し､ 授

業実践を行 っ た順 に時系列で並 べ て いくというもの である｡

2 . 2 見直し期
一

平成 1 4 年度の 授業研究
-

こ の よう に 一 旦 は構築された授業研究であ っ たが､ 研究

指定 ( 県 ･ 市教育委員会) 期間を終えた平成 14 年度 に

は構成人員が大きく入れ替わり (教職員 10 名中､ 校長､

教務 ･ 研究主任 ( 研究主任) をはじめとする 5 名の 入れ

替わり) ､ そ の 年度の教師たちで見直しが図られて い る｡

- 2 -



｢ 教師 の 学 び｣ と し て の 授業研究に 関する実践的考察

｢場面分析に よ る対話中心 の 授業整理 会｣ は ､ 新しく

加わ っ た教師た ち に も抵抗な く受け入れられ引き続き行

われ て い る が ､
｢ 巷 理会 の 発話記録を編集 した 研究通信

の発行｣ は､ 逐語記録の作成に多大な 時間を要し ､ 特 に

徒労感か募ると い う意見 が主に 前年度か ら在籍する教師

た ち か ら出され た た め , 取 り止め に 至 っ て い る｡

一

方で ､ 外部講師 ( 節
-

筆者) か ら ､
｢ 写真 を中心 に

編集す る授業記録の 作成 ( 以下､ ｢ 写真 で見 る授業実践

( 図 3) ｣)
' T
■

の 提示か行われ て い る o 写真 で 見 る授業実践

は ､ 授業実践をデ ジ タ ル ビ デ オ カ メ ラ に収録し ､
そ れ を

も と に写真を取り出し､ そ の 写真を中心 に A 4 用紙 2 頁

と い う制限 の 中 で実践を編集するも の で あるo 基本的に

は
､ ｢ 1 . 実践 の セー ル ス ポ イ ン ト｣ ｢ 2 . 子 どもと共に つ

くり上げて きた こ と｣ ｢ 3 , .監い が けな い出来事｣ ｢4 . 気

づ き｣ と い う項目か ら成 っ て い る o こ の 手法 は ､ 比較的

容易で 簡便で ある と い う こ と か ら採用 され ､ 平成 1 4 年

度研究紀要 『学び合 い』 の 中 で取り入 れ られ て い る ,

2 . 3 再構築期 - 平成 1 5 年度 の授業研究 一

｢場面分析に よ る対話中心 の 授業整理 会｣ は 定着化が

進み ､ 平成 15 年度の 授業研究に おい て も継続され て い る o

一

方 ､
一

旦 ほ 取りiL
･

.
め と な っ た ｢ 慧環会 の 発話記録を

編集 した 研究通信の 発行｣ で あるか ､ 平成 1 5 年度 に は

総合的 7
'
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か ら出された 授業研究に対す る

物足りなさを述 べ た声に ､ 多くの 教師か共感 を覚え た か

ら で あ るo こ の 経緯は ､ 研究通信の も つ 授業者 にと っ て

の意味が再確認 される こ ととな っ た が ､ 研究通信の まと

め 方と して は , 多大な逐語記録が 消え ､ あ っ て も竜理会

の
一

部分の も の と な っ て い るo 整理 会全体 の逐語記録 の

作成に は 多大な時間を要する ことを反省し､ より直接的

に才受菓実践 ､ 整理 会を振り返 っ て の 自分自身の気づきに

焦点を当て る こ と に な っ て い る｡

平成 1 5 年度研究紀要 『学び合い』 第 2 集 ( 図 4) の

内容 は ､ ｢ 写真 で見 る投薬実践｣ だ け で は なく ､ ｢ 凝縮事
-

ト フ ォ り オ ンート｣ ｢
一

人 ひ とり の 教師 の 語り｣ ｢ 特別寄

稿｣ からなる､ 実践 の振り返りを凝縮 した編集 ス タ イ ル

とな っ て い る｡ ｢
一

人 ひ と り の 教師の 語り｣ で は ､ 校長

や教頭も含め ､ 全教師が A 4 用紙 1 頁と いう制限 ( た だ

し授業実践真 の な い校長､ 教頭､ 養護教諭は 2 頁) の 中

に
､
年間 の 自己 の 歩みを振り返 っ て ､ ｢ 今､ こ こ｣ で の

思 い が綴 っ て あ るo 年度当初に 立 て た学校 ･ 学級経営案

に沿 っ て振り返 っ て い る教師 ､ 子 どもと の かかわり の 中

で の出来事をもとに振り返 っ て い る教師な ど､ 各自が 自

己 の思 い を少な い 制限量の 中で綴ろうとし て い るo ま た､

｢ 特別寄稿｣ は平成 1 5 年度 に給食調理 員で あるキダ に よ
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岡野 昇 ･ 三 盃美千郎

るもの で あり､ 県教育委員会指定の 学校給食大会
8)

で 発

表 した内容を教務主任 (研究主任) が まとめたもの で あ

る｡

(目次)

ま え が き

一 人 ひ と り の教師の語 り

オ ダ ( 校長)

ナ カオ ( 教頭)

ヒ ガ シ (養 教)

カ ドヤ ( 教諭)

ニ ッ タ ( 教諭)

オ オ タ ( 教諭)

タ ナ カ (教諭)

タ シ ロ (講 師)

マ ユ ダ (教諭)

サ カ タ (教諭)

今年度の 学校教育目標を ふ り か え っ て - 2

今の 子 どもは 七掛 け - ? - 4

開か れ た 保健室経営を め ざ して - 6

健康づ く り へ の 関心 を高 め る た め の 働き

か け を通 して

一

年間の ふ り か え り よ りよ き 人間関係

作 り の た め に - 8

一 年 間の ふ りか え り - 9

一 年間 の ふ りか え り - 10

自分自身 に 目を向け る こ と を通 して - l l

共 に育 っ て リ ョ ウ コ と の 歩 み - 1 2

一 年 間の ふ りか え り 二年 間の
一

線
' '

を

大切 に しな が ら - - 13

一

年間 の ふ り か え り こ の 子 た ち と の つ

な が りを求 め て - 14

写 真で 見る授業実践

ひ き ざ ん の し か た を発表 し よ う - 16

よく読もう - 18

自分に で き る こ と + 1 - 2 0

表現運動 - 2 2

こ こ で パ チ ッ
- 2 4

こ こ に マ イ ハ ウ ス
- 2 6

ア サ
ー シ ョ ン ト レ

ー

ニ ン グ
- 2 8

学 びの 歩み ｢ 凝縮ポ
ー

トフ ォ リ オ シ
ー

ト｣
-

3 0

特別寄稿

今 あ る施設設備 の な か で 試 み る

ドラ イ運用 へ の ひ と工 夫 キ ダ (調理員)
-

3 2
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3
. 構築期 ･ 見直し期にお ける ｢教師の 学び｣

次に ､ 構築期
･ 見直し期に お い て ､ 教師たち に どの よ

うな ｢学び｣ をもたらせ て い るか に つ い て考察し て みた

い ｡

平成 1 3 年度 に導入した ｢場面分析に よる対話中心 の

授業整理会｣ が､ そ れ ま で の ｢ 事前検討会中心 の授業研

究｣ から ｢整理会中心 の授業研究｣ へ と転換す るき っ か

けとな っ て い る｡ こ の よ うな授業後に行われる対話を中

心 とした振り返りは､ 実践をもとに共に語り合い ､ 投 げ

かけられた思い を丹念に明確化す るため､
一

人 ひ と り の

教師の ｢ 観｣ が浮き彫り にされるもの と思われる｡ ま た ､

年齢や立場を超えた対話は､ 批判的な風潮で はなく､ 互

い の違 いを違い とし て認め合う もの で あり､ 緩 やか で は

あるが ､ 同僚性の形成に もつ なが っ て い く もの と考え ら

れ る｡ こ の こ とは､ ｢ 授業者自身の学び の 場｣ と い う よ

り ｢ 授業者自身も含めたそ こ に居合わせ たす べ て の教師

の 学びの 場｣ と い う よう に ､ 授業研究の 場を ｢個人的な

学びの 場｣ か ら ｢協働的な学びの 場｣ へ と転換する こ と

とな ろう ｡ 当該学校に お い て ､ 授業研究を含めた校内研

修全体で こ の 手法に よる整理会が拡大して い っ た とい う

事実は､ 同僚間で の 対話を中心 とした実践の 整理 と意味

づ けが ､ 教師
一

人 ひ とりの 職業アイデ ン テ ィ テ ィ ( 教師

の 専門性) に結び つ き始めた とみる こ とが でき よう ｡

平成 1 4 年度 に導入 した ｢写真 で見る授業実践｣ は ､

授業者
一 人 ひ とりが自らの 実践を振り返 っ て 写真を中心

に コ ン パ ク ト に ま とめ
､
そ れ を研究紀要に掲載する とい

うもの で あ っ た ｡ 授業者
一

人 ひ とりが ､
一

時間の 授業や

一

本の 単元全体と い っ た まとまりや流れを僻撤すると い

う振り返り は､ 従来の 研究授業後に授業者自身の 若干の

考察を学習指導案に付加して 研究紀要の 原稿にすると い

うやり方とは明らか に異なる ｡ な ぜ な ら､ ｢ 学習指導案

作成/ 授業実践 / 事後検討会/ 考察執筆｣ と い う ｢ 断片

的 ･ 部分的な学び｣ で はなく､ ｢ 整理会 に よる振り返り

- ビデオ記録 に よる振り返り - 写真 で 見る授業実践の 作

成｣ と い う三度の振り返りに よ っ て ､ 学び の プ ロ セ ス の

解明をめ ざそうとする ｢ 全体的な学び｣ を行 っ て い る こ

と に なるか らで ある｡ 当該学校で は ､
こ の 繰り返 しの 中

で 子どもに と っ て の 学習の意味を浮き彫りに したり､ 教

師の 想定 した学習内容と実際の ズ レを再発見したりと教

師の 気づ きを生み出して い る｡

4 . 再構築期にお ける ｢教師の 学び｣

最後に ､ 再構築期に おける ｢教師の学び｣ に つ い て ､

平成 1 5 年度 『研究紀要』 の ｢写真で見る授業実践｣ の

中の事例 (【事例 1】) と ｢
一

人 ひ とりの 教師の 語り｣ の

中の事例 (【事例 2】) より明らか にす る｡

4 . 1 省察的な学び
一

子 ども の 中に潜む問題 を明確化

する 【事例1】

授業を行う中で 自己の素直な思い に 目を向けるととも

に
､ 授業整理会､ さ ら に そ の後 の振り返りを通して の自

己と の対話か ら､ 子 どもの 中に潜む問題を明確化して い

る過程をカ ドヤ の ｢ 写真 で 見る授業実践｣
～'了

よ り明らか

にす る｡

授業は 6 年学級を対象とした学級活動､ 学習 ｢ ア サ
ー

シ ョ ン ト レ ー

ニ ン グー上手なお願い をしよう- ｣ は､ ア

ニ メ ｢ ドラ え もん｣ に出て くるキ ャ ラ ク ク
ー

を通して ､

｢ 自分も相手も大切に した自己表現｣ の 方法を考えるも

の で ある｡

- 4 -



｢ 教師の 学び｣ と して の 授業研究に関する実践的考察

カ ドヤが自己の想起した子 どもの学習内容とのか かわ

りと
､ 実際で の ズ レ を､ 授業 の 中で柔軟に受け入れ て い

る こ とが読み取られる｡

3 . 思 い が けない 出来事

シ ュ ア リ ン グ の 発表の 中で ､ ｢ しず か 風 の 頼み 方 っ て ､

ぶ り っ 子 っ て 感 じで ､ 絶対に 手伝 っ て や ら な い っ て 思 っ た｣

の 声が 挙が る｡ ｢ 私も そ う思 っ た｣ と い う賛 同者も｡ ｢ ドラ

え もん｣ の キ ャ ラ ク ク
ー の 中で は ､ もっ と も主 張型 で ア サ -

テ ィ ブ な頼 み方 を で き る人物 と勝手 に決 め付け て い た私 は

大慌 て ｡ ｢ ドラ え もん｣ の 一 場 面 に しず か の そ ん な 部分 を

感 じさ せ る も の が あ る の だ ろ う か
｡
それ と も -

｡

さ ら に カ ドヤ は､ 上記の ような授業の 中で の 自己 の 省

察をもと に ､ 子 どもの 言動 に対する解釈を綴 っ て い る｡

カ ドヤは自己 の解釈をもと に ､ 子 どもの 中に潜む ｢社

会に対す る不信感｣ と い う根本的な問題を明確に し て い

る｡

カ ドヤ は教職歴 25 年以上 の ベ テ ラ ン教諭で あり､ 豊

富な経験から得た ｢知｣ をも っ て い る｡ し か し､ 実践 で

は子 どもを固定的に とらえる の で はなく､ む し ろ ｢ 知｣

と の ズ レ から の ｢ ゆ らぎ｣ を素直に受けとめる こ と で ､

新 たな気づ きが生まれ て い る｡ こ の こ とば ｢教師の学び｣

に お い て
､ 経験や立場に とらわれ る こ となく､ 謙虚 に自

分自身を振り返 っ て見 つ める こ と の意味深さを物語 っ て

い る｡

4 .
2 省察的な学び

一

気づきを知として 明確化する 【事

例 2】

授業場面に限らず ､ 日 々 子どもとかかわり合う中で ､

教師は様 々 な こ とを感じなが ら いる もの で ある｡ そ の 感

じて い る自分自身を丹念に省察する中で ､ 気 づ きが生ま

れ ､ 新たな子どもとの 対応を生み出し､ 結果として 子ど

もと自分の 相互に変容が生まれる こ とがある ｡

当該学校にお い て ､ 振 り返りを中核とした教師の 姿勢

が
､ 授業場面に限らず ､ 学校生活全体とい っ た広い 視野

か ら の もの に 発展し､ ｢ 教師の 学び｣ が形成され て い っ

た こ とを ､ タ シ ロ の ｢
一

人 ひ とりの 教師の語り｣
仙
の 中

の 事例より明らか にする ｡

■発信 で ある こ と へ の気 づ き

｢ 交換 日 記 しよ う｣

リ ョ ウ コ か らの 突然の 誘 い か け に､
一

瞬私 は戸惑 っ た ｡

私 が学級担任に な っ て 約 1 ヶ 月｡ 彼女 の 私 へ の 言葉 か ら

受 け る 印象は
､ 私 の こ と を好意的 に 受 け と め て い る と は思

え な か っ た
｡
『交換日 記』 と は､ 仲 の よ い もの 同士 で 成 り

立 つ もの ｡ だ か ら ｢ どう して 私 と ? ｣ とい う 思い か らで あ っ

阜｡

私 は直感的 に ｢ 何 か を求 め て い る な - ･

｣ と感 じ た｡ そ し

て
､
こ れ は彼女 の 発信 で あ る こ と に 気づ い た｡ こ の よう に

考 え る と
､
こ れ ま で 私が 問題 と感 じ､ ｢ 直 そう｣ と して き

た彼女 の 言動 は､ 彼女 な りの 周囲 へ の 発信 だ と わか っ て き

た
｡
しか し

､

一

方 で 彼女の 言動 は､ 周囲の 子 ども た ち との

関係 の 歪 み も生 み 出 そう と して い た ｡

考え る程 に､ 彼女 の 誘 い か け は､ 私 との つ な が りを願 っ

た
､ う れ し い もの で あ る｡ しか し､ 一 方 で 個別的 に日 記を

交換す る こ と に 対 して ､ 私は 大 き な ゆ ら ぎを 感 じて い た ｡

そ れ は ､ 学級担任 と い う 立 場か らの 学級全体 へ の 配慮か ら

で あ っ た ｡ そ こ で ､ 毎日 の 宿題の 日記を 通 して ､ コ メ ン ト

の や り とり を す る こ と に した ｡

リ ョ ウ コ か ら の誘 い かけ の言葉からタ シ ロ の記述が始

まる｡ タ シ ロ は､ 語りかけるか の ような記述の 中で ､ 自

分 の思 い を率直に綴 っ て い る｡

タ シ ロ が感じたズ レ に始まり､ リ ョ ウ コ に対す る素直

な思い ､ さ ら に ､ 言葉 の背景に あるリ ョ ウ コ の思 い へ の

気 づ き､ そ し て そ れ に対す る自分自身の よろ こびと新た

なゆらぎが語られ て い る｡ こ の よ うな子 どもと のか かわ

りの 中で生まれた感情を中心 と した振り返りが､ 次 の よ

うな気づ きをもたらし て い る｡

タ シ ロ に は ｢ む しろ変わ っ て い っ た の は私の 方か もし

れな い ｡｣ と い う気 づ きが生 まれ､ ｢ 彼女の 言動を発信と

と らえた こ とが ､ 結果的に彼女を理解し､ 受 け入れる こ

と に つ なが っ て い っ た の だ ろう ｡ ｣ と意味づ け て い る｡

さ ら に ､ こ の ス ト ー リ ー か ら浮き彫り にな っ た ｢ 知｣

を明確化 し､ 自分自身の 今後 へ の 展望と つ な げて い る ｡
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タ シ ロ は
､ 臨時講師で あるo 大学を卒業後間 もなく当

該学校に赴任して い る ｡ 数百現場に立 っ て間もな い 頃の

思 いか ら､ 今 の 思 い へ の変化 が率直に綴られ て い る o 再

構築期に あ る当該学校の控業研究 へ 参加する こ と で初任

者の ｢教師 の 学び｣ が確か に 育ま れ て い る事例とし て読

み 取 る こ とが で きようo

5 . おわり に

当該学校 の 授業研究は､ ｢ 場面分析に よ る対話中心 の

授業整理会｣ を柱としたもの で あ る ｡ こ れ に研究通信,

研究紀要 の 作成が加わり､ こ れ ら の 三 つ の ｢ 振 り返り｣

を中核とし た取り組み か
一 体 とな っ て ､ 相互 作用 的に か

か わり合 っ て い る こ と かわか るo

平成 1 5 年度 の 研究通信に は､ 整 理会 の 全逐語記録を

もととした平成 13 年度研究通信のよう な ､
一 人 ひ と り の

教師の ｢ 観｣ へ 直接的に迫る 記述は減 っ て い る D しか し,

取 り組み の 中で ､

一

貫し て ｢ 振り返り｣ に重点を置 い て

お り､ 研究通信や研究紀要の 作成の 中で ､ 自己 の 感情に

臼を向け ､
そ れの 率直な表現に つ とめ て い る こ とか ､ 結

果とし て教師の ｢ 観｣ の 浮き彫り に つ なが っ て い る｡ こ

の よう な 三 つ の取り組みか ､ 教師一人ひ と りの ｢ 省察的

な学び｣ に つ なが り､ 互 い を認 め 合う関係の 形成に つ な

が っ て い る o ｢ 教師の 学び｣ が､ そ の教師が所属す る集Eil

の 同僚性に よ っ て支え られ る こ との 所以 が､ こ こ に あ るD

平成 1 5 年度の研究紀要が出来上が っ た時､ 事務職担当

の ナ カ タ が ｢ 来年は わた しも原稿を書い て み た い｣ と語 っ

た
｡ 教育職で はない ナ カ タ に まで , 原稿依頼をす る こと は

本来､ 本務外の こ とで ある｡ しか し､ ナ カ タ本人か ら､ こ の

ような希望か生まれ た こ と は ､ 職 の 枠を超えて ｢ 学び｣ か

学校に身を置く同僚全体 の も の とな っ て い た こ とかわかるo

当該学校 の 授襲研究は ､ 構築斯か ら見直し期 へ ､
そ し

て 見直し期か ら再構築期 へ と推移し て い る ｡ い ず れも
一

貫 し て振り返りを中核とし た 授業研究が 展開され て き て

い る が ､ そ の 方法は
一

様 で は な い o 同僚間 の 話し合い に

お い て ､ 取 り組 み の簡易化を図 っ た り ､ 新た な方法を生

み 出し て い る o そ の中 で ､ 同僚性が緩や か に 形成 され な

が ら ､ 教師と し て の ｢ 協働的な学び｣ ､ 教師と し て の

｢ 全体的な学び｣ ､ 教師とし て の ｢ 省察的な学び｣ を積み

上 げ てき て い る ( 図 5 ) o

以 上の よ う に ｢ 教師 の 学 び｣ と授業研究に は深 い 関係
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図 5 教師の 学び と授業研究

が認め ら れ る o しか し､
一

つ ひ と つ の 取り組み の 意味を理

解 し､ そ の取り組み の よさを実感でさない と､ 取 り組み の

形式だけが受け継がれる こ と に なり､ や がて は途絶え る こ

と で あろう o し た が っ て ､ そ も そ も授業研究とは ｢ 誰の た

め に ､ な ぜ行う のか｣ とい う原点を はずさず ､ 授業研究を

常に生成して いく ことが重要にな っ てくる の で ある ｡

教師の真聾な学び の 姿勢は ､ 自身 の 中に 子ども の 見え

方の違 い や学習 の 見え方 の違 い を生み ､ 結果とし て 子ど

も の学び へ と還元 され て い くも の と考え る o
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